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No.837

8
１　

大
会
主
題

　
　
『
シ
ン
・
公
民
館
』

　
　

～
未
来
を
拓
く
公
民
館
を
目
指
し
て
～

２　

日　
　

時

　
　

令
和
7
年
9
月
26
日
㈮

　
　

午
後
1
時　

開
会

３　

会　
　

場

　
　

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」

　
　

文
化
ホ
ー
ル 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
開
催

　
　

〒
９
４
５
︱
０
３
０
７

　
　

刈
羽
郡
刈
羽
村
大
字
刈
羽
１
０
０
番
地

　
　

℡
０
２
５
７
︱
２
０
︱
３
１
０
０

⑷　

事
例
発
表　

14
：
40
～
16
：
00

　

◦
下
越
地
区
：
阿
賀
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

主
任　

斎
藤 

紀
子 

氏

　
　
　
　
　
　
　

主
任　

清
田　

 

亮 

氏

　
　

�

～
郷
土
を
知
り
郷
土
を
愛
す
る
未
来
を

　
　
　

拓
く
子
ど
も
を
育
て
る
～

　
　
「
集
落
の
お
宝
発
見
事
業
」

　

◦
新
潟
市
：
新
潟
市
小
須
戸
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

館
長　

吉
田 

弘
樹 

氏

　
　

�

多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
今
年
で

発
行
75
年
「
こ
す
ど
地
区
公
民
館
報
」

⑸　

閉
会
式　

16
：
00
～
16
：
30

　

◦
開
式
の
こ
と
ば
（
司
会
者
）

　

◦
閉
式
の
こ
と
ば

　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
島　

純
子

５　

参
加
費

　
　

新
潟
県
公
民
館
大
会
資
料
代

　
　

１
，
０
０
０
円

６　

申
込
み

　
　

�「
開
催
要
項
」
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
Ｕ

Ｒ
Ｌ
に
よ
る
申
込
み
は
８
月
22
日
に
終

了
し
ま
し
た
。
各
市
町
村
の
中
央
公
民

館
に
新
し
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お
知
ら
せ
し
て

あ
り
ま
す
。
８
月
末
日
ま
で
各
中
央
公

民
館
か
ら
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

大
会
会
場
で
の
対
面
と
各
市
町
村
会
場
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
併
用
開
催
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
が
会
場
に
参
集
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
75
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

４　

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑴　

受　

付　

12
：
30
～
13
：
00

⑵　

開
会
式　

13
：
00
～
13
：
30

　

◦
開
式
の
こ
と
ば

　
　

大
会
実
行
委
員
長　

入
澤 

勇
太

　

◦
公
民
館
の
歌
斉
唱

　

◦
主
催
者
あ
い
さ
つ

　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

明
寿

　

◦
来
賓
祝
辞

　
　

新
潟
県
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田 

勇
二 

様

　

◦
表　

彰　

永
年
勤
続
者
表
彰

　

◦
謝　

辞　

受
賞
者
代
表

　

◦
歓
迎
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　

刈
羽
村
長　

品
田 

宏
夫 

様

　

◦
来
賓
紹
介

　

◦
祝
電
披
露

　

◦
閉
式
の
こ
と
ば

　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

健
一

⑶　

講　

演　

13
：
30
～
14
：
30

　
　
（
講
師
紹
介

　
　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
根 

乗
知
）

　

◦
講　

師　

雲く
も

尾お　

 

周
し
ゅ
う 

氏

　
　
　
　
　

 

（
新
潟
大
学
教
職
大
学
院
教
授
）

　

◦
演　

題

　
　

地
域
社
会
の
未
来
を
拓
く
公
民
館

　
　

～
社
会
教
育
の
温
故
知
新
と

　
　
　

ア
フ
タ
ー
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
～

　
　
（
お
礼
の
こ
と
ば

　
　
　

新
潟
県
公
民
館
連
合
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
田 
道
代
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス  

そ
の
１

そ
の
１文化ホール、300人収容

「ラピカ」の玄関
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備
も
進
ん
で
い
る
。
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
等
も
増
え
て
い
る
。

⑸�　

社
会
教
育
法
第
23
条
一
の
解
釈
（
営
利
目

的
で
の
使
用
）

　

�「
も
っ
ぱ
ら
営
利
を
目
的
と
し
て
事
業
を
行

い
、
特
定
の
営
利
事
務
に
公
民
館
の
名
称
を

利
用
さ
せ
そ
の
営
利
事
業
を
援
助
す
る
こ

と
」
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

※
３
ペ
ー
ジ
に
具
体
的
な
事
例
を
記
載

３　

議　

事

　

�【
決
議
の
状
況
】 

議
長
の
選
任　

長
野 

正
雄　

（
島
根
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
会
長
）

　

�

議
案
第
1
号 

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
及
び

決
算
書
に
つ
い
て
／
全
会
一
致
で
承
認

　

�

議
案
第
2
号 

理
事
の
辞
任
に
伴
う
理
事
の
選

任
に
つ
い
て

　
　

�

奥
田 

保
枝
（
近
畿
地
区
選
出
・
奈
良
県
）

→
山
内 

善
博（
京
都
府
）

　
　

全
会
一
致
で
承
認

　

�

議
案
第
3
号

　

第
47
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会
に
つ
い
て
／

　

全
会
一
致
で
承
認

　

①　

開
催
日

　
　
　

令
和
7
年
11
月
12
日
㈬
～
11
月
13
日
㈭

　

②　

大
会
テ
ー
マ

　
　
　

ミ
ラ
イ
に
つ
な
ぎ
ひ
ろ
げ
る
公
民
館

　
　
　

～
公
民
館
に
新
た
な

　
　
　
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
～

　

③　

会　

場

　
　
　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑶　

社
会
教
育
主
事
・
社
会
教
育
士
の
活
躍
促
進

　

社
会
教
育
士
の
称
号
付
与
（
趣
旨
と
役
割
等
）

　

①�　

Ｒ
２
～
6
年
度
で
９
，
６
９
３
人
に
称

号
、
主
事
講
習
で
６
，
３
６
０
人
、
養
成

課
程
で
３
，
３
３
３
人

　

②�　

社
会
教
育
士
に
は
社
会
教
育
施
設
に
お

け
る
活
動
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業

等
と
連
携
・
協
働
し
て
、
環
境
や
福
祉
、

ま
ち
づ
く
り
等
の
社
会
の
多
様
な
分
野
に

お
け
る
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
人
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
役
割
が
期
待
さ

れ
る
。

　

③�　

社
会
教
育
主
事
と
社
会
教
育
士
の
役
割

や
活
動
に
つ
い
て

　
　

◦�

社
会
教
育
主
事
…
多
様
な
分
野
と
社
会

教
育
（
行
政
）
を
つ
な
ぐ
地
域
全
体
の

学
び
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

　
　

◦�

社
会
教
育
士
…
…
社
会
教
育
の
専
門
性

と
つ
な
が
り
を
各
分
野
で
生
か
す
学
び

の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

⑷�　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学

校
協
働
活
動
の
一
体
推
進

　

�「
学
校
運
営
協
議
会
」
…
学
校
運
営
や
学
校

運
営
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る
協
議
を
行

う
。
学
校
運
営
協
議
会
制
度
、
地
域
学
校
協

働
本
部
の
設
置
数
が
上
昇
し
、
一
体
的
な
整

２　

来
賓
あ
い
さ
つ
、
説
明

　

文
部
科
学
省　

総
合
教
育
政
策
局

　

地
域
学
習
推
進
課
長　

高
田 

行
紀 

氏

⑴　

公
民
館
の
現
状
と
直
近
の
動
き

　

①�　

全
国
で
１
３
，
１
６
５
館
。
減
少
し
て

い
る
が
学
校
の
減
少
ペ
ー
ス
よ
り
は
緩
や

か
。
図
書
館
な
ど
は
減
っ
て
い
な
い
。

　

②�　

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
を
め
ぐ
る
状
況

と
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
公
民
館
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
学
び
や

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
諸
課
題
に
関
す
る
学
び

の
提
供
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑵　

公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
機
能
強
化

　

①�　

社
会
教
育
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
…

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
多

様
化

　

②�　

公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
に
関
連
す

る
国
の
支
援
等

　
　

�

公
民
館
・
図
書
館
の
官
民
連
携
・
デ
ジ
タ

ル
活
用
等

１　

中
西　

 

彰 

会
長　

あ
い
さ
つ

◦�

能
登
半
島
地
震
で
は
、
全
公
連
と
し
て
も
対

応
し
て
き
た
が
、
被
害
は
大
き
く
こ
れ
か
ら

も
復
興
を
支
援
し
て
い
く
。
昨
年
度
の
石
川

県
で
開
催
予
定
の
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

は
中
止
に
な
っ
た
が
、
能
登
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
公
民
館

と
も
連
携
を
深
め
た
。
ま
た
、
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
の
大
会
は
台
風
の
影
響
で
変
更
に
な
っ

た
。
地
震
を
は
じ
め
自
然
災
害
の
被
災
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
復
興
を
お
祈
り
す
る
。

◦�

公
民
館
で
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
が
今
後
の
武
器
に
な
る
。

◦�

今
年
度
は
、
７
年
に
１
回
全
国
か
ら
集
ま
る

全
国
公
民
館
研
究
集
会
東
京
大
会
が
11
月
12

日
、
13
日
に
開
催
さ
れ
る
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
で
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

◦�

文
部
科
学
省
や
関
係
企
業
か
ら
来
賓
と
し
て

お
越
し
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

全
国
公
民
館
連
合
会
第
14
回
定
期
総
会
参
加
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

長
谷
川
会
長
、
五
井
事
務
局
長

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス  

そ
の
２

そ
の
２

中西会長
開会のあいさつ

文科省高田課長
あいさつ
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【
全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
】

　

�

全
国
か
ら
公
民
館
職
員
等
80
～
100
人
の

参
加
を
募
り
、
公
民
館
機
能
の
向
上
を

図
る
。

　

①　

開
催
期
日

　
　
　

令
和
８
年
２
月
２
日
㈪
～
４
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
準
備
調
整
中

　

②　

開
催
場
所

　
　
　

明
治
安
田
ホ
ー
ル

　
　
　

�（
旧
名
称　

Ｍ
Ｙ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ

ホ
ー
ル
）

４　

そ
の
他

◦�

明
治
安
田
生
命
が
健
康
増
進
、
介
護
・

認
知
症
、
そ
の
他　

な
ど
の
講
座
を
無

料
で
提
供
し
て
い
る
。
大
人
の
学
び
直

し
支
援
や
子
ど
も
の
学
び
へ
の
支
援
な

ど
も
あ
る
。
活
用
を
考
え
て
ほ
し
い
。

謝
金
は
い
ら
な
い
、
集
客
だ
け
を
公
民

館
に
お
願
い
し
た
い
。

　

第
47
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会

東
京
大
会
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情

報
や
参
加
申
込
み
は
「
開
催
要
項
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

開
催
要
項
は
「
全
国
公
民
館
連

合
会
」
及
び
「
新
潟
県
公
民
館
連

合
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

❶ 公民館が主体で行うもの

▲ � �公民館講座において講座の維持・継続に必要な受講料を
徴収する。

▲ � �公民館講座実施後に受講生の教養の向上のために講師の
著作物の販売を行う。

▲ � �公民館講座の一環として、講座内で創作した物品の販売
を行う。

▲ � �映画館のない地域において、地域住民の教養の向上のた
めに映画を上映するにあたり、相応の入場料を徴収する。

▲ � �高齢化が進む状況を踏まえて、葬儀場を経営する企業に、
終活のアドバイスとなる講座の開催を依頼する。
▲ � �地域住民のレクリエーションとして著名人等のコンサート
やイベントを開催し、その際にグッズの販売を認める。

❷ 公民館以外が主体となって行うもの

▲ � �イベントを行う際、キッチンカー等に飲食物の販売を
認める。

▲ � �地域の学校、認定こども園、保育所等が実施するフリーマー
ケットについて、循環型社会の推進や地域住民の交流に
寄与するものと判断し、公民館の貸し出しを認める。

▲ � �大人数が集まれる会場がない地域において、地域にある
学校の行事や民間会社等の会議に公民館の貸し出しを認
める。

▲ � �金融機関が少ない地域において、住民の利便性に寄与す
るため、公民館内にATMや金融機関の支店の設置を認
める。

▲ � �いわゆる買物弱者を支援するため、公民館内にスーパー
マーケットの出店を認める。

▲ � �地域住民の就労支援のため、企業による面接会場として
公民館の貸し出しを認める。

▲ � �地域の伝統的行事の一環としてのお菓子の販売を、伝統
行事存続のため、公民館での販売を認める。

▲ � �地域特有の農作物の認知度を向上させるために、地域特有
の農作物を取り扱ったマルシェの開催を認める。

▲ � �本場のクラシック音楽になかなか触れることが難しい地域
において、地域住民の文化的教養の向上に資することか
ら有償の入場料でのクラシックコンサートの開催を認める。

▲ � �ダンス教室や塾に通うことが難しい地域において、地域の
こどもの体力や学力向上のため、月謝制のこども向けダ
ンス教室や塾の開催を認める。

▲ � �法第 20条で規定する公民館の目的に資するとして実施を
認めた営利事業における事業所の名称について、立地を
表すものとして○○公民館店や○○公民館校など、公民
館名の利用を認める。

▲ � �理容室や美容室が少ない地域において、地域住民の公衆
衛生の向上の観点から、定期的に理容室や美容室に公民
館の貸し出しを認める。

▲ � �入札等の公正な方法により施設命名権（ネーミングライツ）
を売却する。

公民館で実施し得る事業の具体的な事例

公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度＋傷害総合保険
【就業中のみの危険補償特約、
入院保険金支払限度日数変更特約
（支払限度日数180日）】

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 -636 -717（通話料無料） FAX : 0120 -226 -916（通話料無料）

公務文教営業部　文教室
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1 TEL 03-3349-4679（受付時間:平日9:00から17:00まで）

（受付時間:平日9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJ23-13019）2024年1月15日作成［2401K-○295］
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る
事
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
粟
島
浦
村
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
新
潟
県
と
の
共
催
で
年
に
一

度
行
わ
れ
る
マ
イ
タ
ウ
ン
・
コ
ン
サ
ー

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
粟
島
浦

村
で
は
村
民
が
音
楽
を
通
じ
文
化
・

芸
術
に
親
し
む
機
会
を
作
る
た
め
、

毎
年
７
月
に
島
外
か
ら
演
奏
者
を
招

い
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
「
マ
イ
タ
ウ
ン
・

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
５ 

in　

粟
島
」

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
村
の
人
口

の
１
／
３
に
あ
た
る
100
名
前
後
の
人

数
が
参
加
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

村
民
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
や
運
営

を
行
い
、島
の
特
産
で
あ
る
竹
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
競
技
や
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
出
演
な

ど
、
毎
年
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
村
民
の
方
の
協
力
の
下
、

多
く
の
方
が
活
躍
で
き
る
場
を
作
っ

て
い
け
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

と
銘
打
ち
、
和
太
鼓
・
篠
笛
・
ピ
ア

ノ
の
３
種
の
楽
器
に
よ
る
、
素
晴
ら

し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
和
太
鼓
の
大
迫
力
の
音

に
対
し
、
ピ
ア
ノ
と
篠
笛
の
柔
ら
か

な
音
色
が
負
け
ず
に
響
き
、
３
つ
の

音
を
揃
え
て
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
一

つ
の
楽
曲
と
し
た
演
奏
は
大
変
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
10
月
に
は
粟
島
浦
村

民
運
動
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
で
51
回
目
を
迎
え
る
粟
島
浦
村
民

運
動
会
は
、
村
民
の
間
の
交
流
を
深

め
、
健
康
及
び
体
力
づ
く
り
の
増
進

　

新
潟
県
北
西
部
に
位
置
す
る
粟
島

浦
村
で
は
、
村
民
の
交
流
支
援
を
す

「粟島浦村の公民館活動について」
粟島浦村教育委員会　事務局　主任　小澤　章子

ひひ ろろ ばばサークル
交流

し
て
く
れ
ま
す
。
反
面
、
私
も
含

め
て
メ
ン
バ
ー
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
負
け
ん
気
が
強
く
向
上
心

が
旺
盛
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
負

け
れ
ば
悔
し
が
る
し
勝
て
ば
喜

ぶ
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
決
ま
れ
ば
声

を
上
げ
、
受
け
損
な
え
ば
肩
を
落

と
す
。
多
分
こ
の
性
格
が
吹
雪
の

日
で
も
体
育
館
に
足
を
運
ば
せ
、

灼
熱
の
室
内
で
飛
び
回
る
原
動
力

な
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
ま

す
。

　

思
い
切
り
空
振
り
が
で
き
る
う

ち
は
ま
だ
ま
だ
青
春
で
す
。
今
後

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
関
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

　

安
久　

昭
男 

記
）

シ
ャ
ト
ル
は
僅
か
な
風
で
も
軌

道
が
変
わ
る
の
で
窓
は
開
け
ら

れ
ず
、
ま
る
で
サ
ウ
ナ
の
中
で

の
運
動
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
中
学
高
校
の
部

活
で
の
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど

で
、
私
の
よ
う
に
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
ス
ト
ロ
ー
ク
の
基
礎
も
知

ら
な
い
で
や
っ
て
い
る
人
は
少

数
で
す
。
そ
れ
で
も
続
け
ら
れ

る
の
は
、
皆
の
気
遣
い
が
あ
る

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
半

は
基
礎
打
ち
、
後
半
に
試
合
形

式
の
練
習
に
な
る
の
で
す
が
、

取
れ
る
球
が
取
れ
な
く
て
も
、

打
て
る
球
を
打
ち
損
じ
て
も
ひ

た
す
ら
「
ド
ン
マ
イ
」
と
励
ま

関
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

�

（
関
川
村
公
民
館
）

　

週
二
回
公
民
館
の
冷
暖
房

の
無
い
体
育
館
で
、
冬
は
2
、

3
℃
の
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
、

夏
は
体
温
以
上
の
暑
さ
の
中
、

熱
中
症
に
怯
え
な
が
ら
練
習
し

て
い
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
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実
践
記
録
シ
リ

ー
ズ

１　

市
民
教
養
講
座
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は

　

燕
市
で
は
年
間
を
通
し
て
の
講
座
「
市
民
教
養
講
座
」
を
毎
年
開
講

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
締
め
く
く
り
と
し
て
約
10
か
月
間
学
ん
で
き

た
成
果
を
発
表
す
る
場
が
「
市
民
教
養
講
座
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。

　

令
和
６
年
度
は
10
講
座
開
講
し
、
３
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
に
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
生
募
集
時
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

の
参
加
、
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
、
講
座
で
作
り
上
げ
た
作
品
の
展

示
や
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、各
講
座
で
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
講
座
の
雰
囲
気
を
知
り
、
次
年
度
の

受
講
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
機
会
に
し
て
い
ま
す
。
受
講
生
の
ご
家
族

や
知
人
、
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
な
ど
、
多
く
の
方
が
来
場

さ
れ
ま
す
。

２　

市
民
教
養
講
座
に
つ
い
て

　

受
講
の
申
込
受
付
期
間
は
約
１
か
月
で
す
。フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合

わ
せ
て
受
付
を
開
始
し
ま
す
。フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
興
味
を
持
っ
た
ら

す
ぐ
に
申
込
が
で
き
ま
す
し
、検
討
し
て
か
ら
申
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

今
年
度
も
10
講
座
開
講
し
ま
し
た
。
開
講
当
初
は
緊
張
し
た
様
子

だ
っ
た
受
講
生
も
、
講
座
が
進
む
う
ち
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
に
な
り
、
受
講
生
同
士
で
教
え
合
い
、
時
に
は
励
ま
し
合
い
な
が
ら

作
品
作
り
や
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
：�
燕
市

市
民
教
養
講
座
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

燕
市
中
央
公
民
館

　

当
日
、
受
講
生
は
順
番
で
会
場
の
番
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
発
表
会
を
行
う
講
座
は
、
前
日

も
練
習
を
続
け
、
当
日
の
発
表
会
を
迎
え
ま
す
。

４　

お
わ
り
に

　

今
年
度
も
多
く
の
方
が
各
講
座
で
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
申
込
の
理
由
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
作
品
や
発

表
会
を
見
て
、
ま
た
は
、
体
験
し
て
、
と
い
う
方
が
毎
年

何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
何
か

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

受
講
生
か
ら
記
入
し
て
い
た
だ
く
講
座
日
誌
か
ら
は
、

大
変
だ
け
れ
ど
も
楽
し
く
練
習
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。受
講
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
達
成
感
や
充
実
感

を
感
じ
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
は
受
講
し
て
終
わ
り
、で
は

な
く
、次
の
活
動
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
な
講
座
運
営
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
何
か
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
の
一
歩
踏
み
だ
す
き
っ
か
け
作
り
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

掲 　 示 　 板
関東甲信越静公民館連絡協議会
第２回理事会・研修会

１　日　時　令和７年８月22日（金） 14：00～
　　　　　　          　　　　　　　  理事会、研修会
２　会　場　イオンコンパス東京八重洲
　　　　　   会議室 Room C 
３　理事会
　　⑴　第47回全国公民館研究集会
　　　　東京大会について
　　⑵　第65回関東甲信越静公民館研究大会
　　　　埼玉大会について
４　研修会
　　講　師　新発田市立川東中学校長　若月　隆雄 氏
　　　　　　（前新潟県立生涯学習推進センター次長）
　　テーマ　地域と連携した『学びの共創』　　
　　　　　　～地域と共に育む、未来を拓く学びの場～

３　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

準
備
・
当
日

　

展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
等
は
講
師
と
受
講
生
で
相
談
し
て
決
め
ま
す
。

前
日
に
各
講
座
で
講
師
を
中
心
に
協
力
し
て
、
作
品
の
見
せ
方
を
考

え
な
が
ら
展
示
を
行
い
ま
す
。

作品展示（パッチワーク講座）体験コーナー（実用書道講座）

作品展示（パンづくり講座）「初めてのピアノ講座」発表会
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編集後記

　
「
暑
く
て
参
っ
た
！
」、「
雨
は
い
つ
降
る
の
？
」
が
あ
い
さ
つ
に
な
っ

た
７
月
、
８
月
初
め
で
し
た
。
立
秋
を
前
に
新
潟
県
に
も
よ
う
や
く

雨
が
降
り
ま
し
た
。
今
回
の
雨
で
も
、
下
越
や
佐
渡
で
は
警
報
が
出

て
一
部
に
被
害
が
出
る
ほ
ど
で
あ
り
、
一
方
、
上
越
や
中
越
で
は
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
新
潟
県
は
広
い
し
、
様
々

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
現
状
も
各
市
町
村
で
多
様
で
す
。
そ
ん
な
中
、
９
月
26

日
㈮
、
刈
羽
村
の
「
ラ
ピ
カ
」
で
の
新
潟
県
公
民
館
大
会
に
各
市
町

村
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
く
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

（
五
井
）

インフォメーションインフォメーション
「にいがた教育の日　連携事業」開催のお知らせ
　３館連携イベント
　  ～　学びピア　ＴＯＹＡＮＯ　2025　～
日時　令和７年11月９日（日） ９：30～15：30
会場　県立生涯学習推進センター、県立図書館、
　　　県立文書館
内容　生涯学習成果発表会、体験コーナー、
　　　特別企画展、講演会（放送大学公開講演会）
①推進センター
　・�生涯学習成果発表会：鳥屋野地区公民館
　　４団体（箏、ウクレレ、鍵盤ハーモニカ、
　　�ギター）、新潟大学アカペラサークル

「MUSE」が参加
　・�体験コーナー：新潟医療福祉大学、
　　県立自然科学館、国立妙高青少年自然の家、
　　県少年自然の家、センター学習相談ボランティア
　　がコーナーを設置
②図書館
　特別企画展「昔遊び」
③文書館
　特別企画展「近代の戦争と新潟」
④講演会（放送大学公開講演会）
　「情報ネットワーク社会の現在
　 ～ソーシャルメディアとどう向き合うか～」
　敬和学園大学　学長補佐・国際文化学科教授
　　　　　　　　　　　　　　  一戸　信哉 様

※「社会教育関係職員等研修会」のお知らせ
９月４日（木）　13：30～15：30

「共生社会の実現に向けた社会教育・生涯学習の役割」
　元名古屋大学大学院教授　辻　浩 様
10月３日（金）　13：30～15：30

「若者の発想や声を活かした地域づくり」
　文教大学　准教授　青山　鉄兵 様
　ｄoみつけ　代表　木村　祐太 様

　

見
附
市
中
央
公
民
館
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

�

主
任　

渡
部　

翼
さ
ん

　

中
央
公
民
館
の
渡
部
翼
（
ワ
タ
ナ
ベ 

ツ
バ
サ
）

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

公
民
館
勤
務
３
年
目
の
翼
さ
ん
は
１
～
２
年
目

は
今
町
公
民
館
の
一
国
一
城
の
主
と
し
て
、
数
々

の
講
座
や
施
設
管
理
を
こ
な
し
、
窓
口
業
務
で
の

人
当
た
り
も
良
く
、
多
く
の
利
用
者
か
ら
の
信
頼

を
得
て
い
ま
す
。
３
年
目
は
中
央
公
民
館
に
配
属

さ
れ
、
我
々
公
民
館
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と
し
て

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
の
業
務
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
や
花
火

大
会
の
統
括
な
ど
マ
ル
チ
に
活
躍
す
る
そ
の
姿
に

は
脱
帽
で
す
。
ま
た
、
非
常
に
勉
強
熱
心
で
、
今

の
興
味
の
対
象
の
ひ
と
つ
はC

hat G
P
T

だ
そ

う
で
す
。
こ
の
文
章
をW

ord

で
ち
ま
ち
ま
と

作
成
し
て
い
る
私
に
爪
の
垢
を
煎
じ
て
飲
ま
せ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

令
和
５
年

度
に
は
公
民

館
に
３
名
い

た
「
ワ
タ
ナ

ベ
」（
渡
邉
・

渡
辺
・
渡
部
）

も
残
す
は
彼

一
人
と
な
り

ま
し
た
。
公

民
館
チ
ー
ム

最
後
に
し
て

最
強
の
「
ワ

タ
ナ
ベ
」。
今

後
も
彼
の
活

躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
名
前
の
通
り
大
き
く

飛
躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

～Fly aw
ay

～

〔
見
附
市
ま
ち
づ
く
り
課　

主
事　

岩
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直
斗 

記
〕
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